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調査の目的（仕様書より抜粋）
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イノベーションを巡るグローバルな競争が激化する中で、より適切な研究開発プロジェクトを構想
するため、NEDOは、研究開発プロジェクトの前提となる中長期の技術戦略の策定に取り組んで
いる。その際、社会的な要請や課題を起点とし、その打ち手としての技術開発課題などを抽出す
るバックキャスティングと、既存技術の現状や新たな技術シーズを起点としたフォーキャスティングの
二つのアプローチから、技術開発の方向性を定め、あるべきプロジェクトを構想している。

このうち特にバックキャスティング視点の分析については、社会課題のような一つの技術・産業では
解決が難しい様々な問題を起点に解決策を具体化するためには、異なる専門知識を持った有識
者の協働が重要である。そこでNEDOはこれまで、バックキャスティングによる重点技術領域の探
索・分析手法検討の一環として、グローバルな社会課題を構造的に理解し、その解決に向けた打
ち手を多様なステークホルダーとのコミュニケーションを通じて探索する「社会課題起点の技術ツリー
図」の作成に取組んできた。

本調査では、NEDOにおけるこれまでの検討を基に、重要技術領域の探索・分析手法の高度
化に取組み、その結果を取りまとめる。具体的には、NEDOが2021年6月30日に公表した将来
像レポート「イノベーションの先に目指すべき『豊かな未来』」を題材として、実現すべき社会像を起
点とした重点技術領域の探索・分析手法の検討（ワークショップの開催による有効性の検証
等）を行う。



補足：NEDOプロジェクトにおける技術戦略の位置づけ
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（出所）NEDO「NEDOのご案内 2022年度」（2022年6月）
https://www.nedo.go.jp/library/pamphlets/ZZ_pamphlets_00048.html

https://www.nedo.go.jp/library/pamphlets/ZZ_pamphlets_00048.html


補足：プロジェクトテーマの作り込み
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（出所）NEDO「NEDOのご案内 2022年度」（2022年6月）
https://www.nedo.go.jp/library/pamphlets/ZZ_pamphlets_00048.html

https://www.nedo.go.jp/library/pamphlets/ZZ_pamphlets_00048.html


補足：社会課題起点の技術ツリー図
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（出所）NEDO「社会課題起点の技術ツリー図」（2019年5月31日）
https://www.nedo.go.jp/activities/tsc_tech_tree.html

ツリーの見方 ツリーの特徴

アプローチの影響を把
握するための各種定量

情報を付記

当該ツリーの
起点となる社会課題

社会課題の
背景・提唱内容

課題に対する解決アプ
ローチを体系的に分解

各アプローチにおける
先行事例を研究開発
ステージごとに表現

特定アプローチに閉じ
ず、幅広いアプローチ
を展開し、それぞれの
位置づけを見える化

関連の深いSDGs*

を例示

*Sustainable Development Goals

https://www.nedo.go.jp/activities/tsc_tech_tree.html


補足：過去に開催したワークショップの例（１／２）
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食
糧
不
足

課題の背景 先行事例社会課題・ニーズ 技術の体系化

十分な食糧を確保す
る

農作物の生産
増加

農作物

食品劣化防止

生産での増加

天然由来の食
糧増加

流通での増加
供給の増加

需要の減少

食用需要削減

必要量の削減

サプライチェー
ン上のロス

人

食品劣化許容

次世代物流システム構築事業
（経産省）

遺伝子組み換え

ドローンの活用（日本等）

エネルギー用
需要削減

過分量の削減

農地以外での
生産

屋内生産

水分や栄養等のデータ管理（米等）

AIやIoT等の活用による病害虫の早
期診断及び被害対策（農水省）

植物工場（日本、インド等）

食品分野でのIoT活用（蘭）

需要変動によ
るロス

需要に対する生産量の最適化

需要変動の抑制（需要の固定化） 食品サブスクリプションコマース（米等）

食品寿命の延長

流通の最適化

貯蔵寿命延長技術

二次オンラインマーケットプレイス（米）

植物工場（日本、インド等）

人体に必要な摂取量の減少

食品中の包含量の増加

食文化の見直し

バイオマス用
途需要削減

土地
資源

農地での生産

労働力

ノウハウ

環境

工場生産水産物

畜産物

生産と消費の近接化

余剰食糧の市場形成

人工の食糧増
加

食糧源拡大

食品直接生産

満腹感の醸成

農業用機械

農作物の危険察知技術（イスラエル）

ブロックチェーン技術を用いた
追跡サービス（米）

3Dプリンターでの食糧の生成（
蘭、米）

昆虫の食糧化

藻類の食糧化

細胞培養

ミドリムシの大量培養技術（日本）

コオロギの食糧化（米）
ウジ虫の食糧化（アイスランド）

純肉（培養肉）の開発（JST）

生産者直販のオンラインマーケ
ットプレイス（日本等）

完全栄養食（米）

ARによる拡張満腹感（日本）

農業

ソフト
ウェア

機械

ソフト
ウェア

バイオエンジ
ニアリング

凡例：

社会実装

実証段階

研究段階

世界での人口増
加や新興国の発
展により食料需
要が増加し、食糧
を確保することが
困難になる
（自由民主党）

主に中所得国や
低所得国での人
口増加により世
界での食糧需要
が増加し、食糧の
確保が厳しくなる
（米シンクタンク
Rand）

気候変動による
世界での農作物
の収穫量が減少
し、2040年以降に

は世界の食糧事
情は悪化の一途
を辿る

（仏経済学者ジャ
ック・アタリ）

第一回WS

叩き台

課題の背景 社会課題・ニーズ 技術の体系化

第一回WS

議論反映
世界での人口
増加や新興国
の発展により食
料需要が増加し
、食糧を確保す
ることが困難に
なる
（自由民主党）

主に中所得国
や低所得国で
の人口増加に
より世界での食
糧需要が増加し
、食糧の確保が
厳しくなる

（米シンクタンク
Rand）

気候変動による
世界での農作
物の収穫量が
減少し、2040年

以降には世界
の食糧事情は
悪化の一途を
辿る

（仏経済学者ジ
ャック・アタリ）

食
糧
不
足

食品劣化の防止

流通面での供給
増加

需要の減少

食用需要の削減

必要量の削減

サプライチェーン
上のロス

人

食品劣化の許容

バイオマス需要
の削減

過分量の削減

農地以外での
生産

需要変動による
ロス

需要に対する生産の最適化

需要変動の抑制（需要の固定化）

流通の最適化

一人当たり食糧
の削減

人口の抑制

満腹感を得やす
い食糧の摂取

エネルギー資源としてのセルロースの利用

土地

ノウハウ

環境

水産物の生産増
加

畜産物の生産増
加

余った食品の再
利用

劣化食品の再生

新しい食糧の供
給増加

食糧源の拡大

新生産プロセス
の導入

満腹感の知覚制御

炭素系

炭素系以外

細胞培養

遺伝子組換え

十分な食糧を
確保する

農作物の生産増
加

農作物

生産面での供給
増加

既存食糧の
供給増加

供給の増加

資源

農地での生産

育種

品種改良

ゲノム編集

水分の確保
保水

灌漑

養分の確保 肥料

農業不適地の
活用 成長力の高い

農作物の生産

自然再生力向上

形式知化

情報共有

労働力

先行事例

スギ花粉症治療イネ（農水省）

イネ科植物ソルガムを用いた被災農地や休耕地の活用（日本）

農業事業者間のデジタルプラットフォーム（米）

最適な生育環境を複製して栽培できる農業技術フード・コンピュータ（米）

フィルム農法（日本等）

植物工場（日本、インド等）

ミドリムシの大量培養技術（日本）

コオロギの食糧化（米）
ウジ虫の食糧化（アイスランド）

純肉（培養肉）の開発（JST）

ARによる拡張満腹感（日本）

人工受粉不要のトマト（徳島大学）

撥水砂の開発（Panasonic・京大）

ハーバー・ボッシュ法によるアンモニア生産
常圧でのアンモニア合成（東大、東工大）

ドローンの活用（日本等）

AI（アグリインフォマティクス）システム実証事業（農水省）

農作物の最適化

水分・養分のセンシング

危険因子のセンシング
（病気・害虫・気候変動等）

水分や栄養等のデータ管理（米等）

AIやIoT等の活用による病害虫の早期診断及び被害対策（農水省）
持続可能で気候への順応力のある農業生産システム開発（中）

環境の最適化

環境に最適な農作物の同定

海上生産

宇宙生産

屋内生産

地下生産
光合成以外での育成

水耕栽培

マイクロ農業

人工光による光合成

工場生産

挿し木の成長

IoT水耕栽培機（日本）

地下トンネルでのLED照明を使う水耕農場（英）

海に浮かぶ土壌なしの栽培システム「Sealeaf」（英）

宇宙農業研究プロジェクト（ドイツ）

養殖量の増加

漁獲量の増加

養殖品種の増加
海水魚の淡水養殖

異種の産卵

育成期間の短縮

品質の安定化 養殖場のモニタリング

クローン家畜研究（日本、中国等）

人工飼育水「好適環境水」の開発（岡山理科大学）

サバによるマグロの産卵（東京海洋大学）

ウルトラファインバブル技術（日本）

Wi-SUN無線技術を用いるセンサネットワークのもずく養殖場モニタリングへの活用（日本）

漁業の効率化 ゴミがつかない金属網

養殖量の増加

家畜のクローン化

家畜の出産数の増加

家畜用の餌の増加

生殖工学技術（日本等）

ハエにより畜産糞尿を肥料や飼料に100%リサイクルする循環システム（日本）

養殖量の増加

体重の増加

食べられる肉の割合の増加

品質の安定化 牛のウェアラブル生体センシング技術（英、日本）

食品サブスクリプションコマース（米等）

食品需要予測技術

AI（人工知能）の活用 次世代物流システム構築事業（経産省）

消費地での生産

生産と消費の近接化 植物工場（日本、インド等）

3Dプリンターでの食糧の生成（蘭、米）

品質の保持

安全性の可視化
光品質チェッカーによる食品加工工程での品質管理（日本）
生鮮食品の鮮度を測るフィルム状センサーの開発（山形大学）

果物の劣化を遅らせる液体「エディピール」（米）
ナノ材料の食品包装における応用（日本）

食品安全性の
確保

食品の飼料化

余剰食糧の市場形成 二次オンラインマーケットプレイス（米）

昆虫の食糧化

微生物の食糧化

ケイ素系の取り込み

光合成の取り込み

肉のなる木

新興国での人口抑制

食品中のカロリー・栄養の増加

人体に必要なカロリー・栄養の削減

完全栄養食 Soylent（米）, COMP, BASE FOOD（日本）

かさ増し食材の
生産増加 炭水化物への生産シフト

低コストのかさ増し材

かさ増し食材中
心の食文化醸成

満腹感のある食糧の大量摂取

セルロース系エタノール生産システム総合開発実証事業（NEDO）

凡例：
WS中の議論で
出てきたもの

凡例：

社会実装
実証段階
研究段階

課題の背景 社会課題・ニーズ 技術の体系化

世界での人口

増加や新興国

の発展により食

料需要が増加

し、食糧を確保

することが困難

になる

（自由民主党）

主に中所得国

や低所得国で

の人口増加に

より世界での食

糧需要が増加

し、食糧の確保

が厳しくなる

（米シンクタンク

Rand）

気候変動によ

る世界での農

作物の収穫量

が減少し、2040

年以降には世

界の食糧事情

は悪化の一途

を辿る

（仏経済学者ジ

ャック・アタリ）

食
糧
不
足

食品劣化の防止流通面での供給増加

需要の減少

食用需要の削減

必要量の削減

サプライチェーン上のロス

人

食品劣化の許容

バイオマス需要の削減

過分量の削減

農地以外での生産

需要変動によるロス

需要に対する生産の最適化

需要変動の抑制（需要の固定化）

物流の最適化

一人当たり食糧の削減

人口の抑制

満腹感を得やすい食糧の
摂取

エネルギー資源としてのセルロースの利用

土地

ノウハウ

環境

水産物の生産増加

畜産物の生産増加

余った食品の再利用

新しい食糧の供給増加

食糧源の拡大

新生産プロセスの導入

満腹感の知覚制御

炭素系

炭素系以外

遺伝子組換え

十分な食糧を確保
する

農作物の生産増加

農作物

生産面での供給増加

既存食糧の供給増加

供給の増加

資源

農地での生産

育種

品種改良

ゲノム編集

水分の確保
保水

灌漑

養分の確保 肥料

農業不適地の活用
成長力の高い農作物生産

自然再生力向上

形式知化

情報共有

労働力

スギ花粉症治療イネ（農水省）

イネ科植物ソルガムを用いた被災農地や休耕地の活用（日本）

農業事業者間のデジタルプ ラットフォーム（米）

最適な生育環境を複製して栽培できる農業技術フード・コンピュータ（米）

フィルム農法（日本等）

植物工場（日本、インド等）

ミドリムシの大量培養技術（日本）

コオロギの食糧化（米）

ウジ虫の食糧化（アイスランド）

ARによる拡張満腹感（日本）

人工受粉不要のトマト（徳島大学）

撥水砂の開発（ Panasonic・京大）

ハーバー・ボッシュ法によるアンモニア生産

常圧でのアンモニア合成（東大、東工大）

ドローンの活用（日本等）

AI（アグリインフォマティクス）システム実証事業（農水省）

農作物の最適化

水分・養分のセンシング

危険因子のセンシング（病気・害虫・気候変動等）

水分や栄養等のデータ管理（米等）

AIやIoT等の活用による病害虫の早期診断及び被害対策（農水省）

持続可能で気候への順応力のある農業生産システム開発（中）

環境の最適化

環境に最適な農作物の同定

海上生産

宇宙生産

屋内生産

地下生産
光合成以外での育成

水耕栽培

マイクロ農業

人工光による光合成

工場生産

挿し木の成長

IoT水耕栽培機（日本）

地下トンネルでのLED照明を使う水耕農場（英）

海に浮かぶ土壌なしの栽培システム「 Sealeaf」 （英）

宇宙農業研究プロジェクト（ドイツ）

養殖量の増加

漁獲量の増加

養殖品種の増加
海水魚の淡水養殖

異種の産卵

育成期間の短縮

品質の安定化

クローン家畜研究（日本、中国等）

人工飼育水「好適環境水」の開発（岡山理科大学）

サバによるマグロの産卵（東京海洋大学）

ウルトラファインバブル技術（日本）

Wi-SUN無線技術を用いるセンサネットワークのもずく養殖場モニタリングへの活用（日本）

漁業の効率化

養殖場のモニタリング

ゴミがつかない金属網

養殖量の増加

家畜のクローン化

家畜の出産数の増加

家畜用の餌の増加

生殖工学技術（日本等）

ハエにより畜産糞尿を肥料や飼料に100 %リサイクルする循環システム（日本）

養殖量の増加

体重の増加

食べられる肉の割合の増加

品質の安定化 牛のウェアラブル生体センシング技術（英、日本）

食品サブスクリプションコマース（米等）

食品需要予測技術

AI（人工知能）の活用 次世代物流システム構築事業（経産省）

消費地での生産

生産と消費の近接化 植物工場（日本、インド等）

3Dプリンターでの食糧の生成（蘭、米）

品質の保持

安全性の可視化
光品質チェッカーによる食品加工工程での品質管理（日本）

生鮮食品の鮮度を測るフィルム状センサーの開発（山形大学）

果物の劣化を遅らせる液体「エディピール」（米）

ナノ材料の食品包装における応用（日本）

食品安全性の確保

食品の飼料化

余剰食糧の市場形成 二次オンラインマーケットプレイス（米）

細胞培養

肉のなる木

昆虫の食糧化

微生物の食糧化

ケイ素系の取り込み

光合成の取り込み

新興国での人口抑制

食品中のカロリー・栄養の増加

人体に必要なカロリー・栄養の削減

完全栄養食 Soylent（米） , COMP, BASE FOOD（日本）

かさ増し食材の生産増加

かさ増し食材中心の

食文化醸成

劣化食品の再生

炭水化物への生産シフト

低コストのかさ増し材

満腹感のある食糧の大量摂取

セルロース系エタノール生産システム総合開発実証事業（NEDO）

純肉（培養肉）の開発（ JST）

先行事例

第二回WS

議論材料

農業

水産

畜産

流通

新食糧

需要削減

2050年の世界総人口92億人を養
うため、食糧需要は2000年の約
45億トンに比べて約25億トン（+ 

60% ）増加（農水省, 2017）

2050年までに、穀物需要は2000

年の約18億トンに比べて約12億
トン（+70%）増加（農水省, 2017）

穀物生産量は、単収の年平均伸び
率が1.4%程度まで鈍化。今後の不
安要素は地球温暖化、水資源の制
約、土壌劣化等（農水省, 2017）

人の消費のために生産された食料
の約３分の１が世界中で失われ、
その量は年間約13億トン（同比率
の場合2050年のロス量は約23億
トンの見込み）（JAICAF, 2011）

排出レベルの高低に関わらず、
2050年代までは世界の多くの人
々が食糧不安に直面。持続性の
ある排出削減策を速やかに実現
できれば、食糧不安は悪化にスト
ップがかかり、2050年代以降は
横ばい（国連, 2015）

このまま食糧増産が進んでも、
２０３０年でなお５億人を超える
人々が食糧不足に悩まされ続
けると推定（FAO, 2013）

環境最適化
ゲノム編集

2050年までに、畜産物需要は
2000年の約8億トンに比べて約4
億トン（+50%）増加（農水省, 

2017）

農業最適管理
の自動化

凡例：
研究段階

実証段階

社会実装

凡例：

課題の量的インパクト： 高

課題の量的インパクト： 中

課題の量的インパクト： 低

課題の量的インパクト：不明

水耕栽培

パッケージ

養殖
速成化

今後の生産量は、漁獲量が横ば
いとなる一方、養殖生産量が増加
し続け、2025年に約1億トンの見
込み（同傾向で2050年には約1.7

億トンで、2000年より約1.2トン増
加の見込み）（JAICAF, 2016）

オンデマンド食糧プリント

新たなタンパク源活用

牛肉１キロを生産するために８キロの飼料が必要なのに対
し、昆虫１キロの生産には２キロの飼料で済むうえ、家畜に
比べて温室効果ガスの排出量も少ない（FAO, 2013）

非食糧バイオマス

2017/18年度の世界でのとうもろこしのエタノール向け需要は約3.5億
トンで、今後は10年で1.1倍程度の緩やかな増加傾向（同傾向で2050
年には約5億トンになる見込み）（農水省, 2017）

第一回BS開始時のツリーのたたき台イメージ 第一回BS後のイメージ（枝葉が豊富に） 第二回BS開始時のイメージ
（重要度を分析するためのファクトが追記）

過去のブレストセッションの様子（2018年5月）

（出所）NEDO「社会課題起点の技術ツリー図」（2019年5月31日）
https://www.nedo.go.jp/activities/tsc_tech_tree.html

https://www.nedo.go.jp/activities/tsc_tech_tree.html


補足：過去に開催したワークショップの例（２／２）
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（出所）NEDO成果報告書データベース「平成30年度成果報告書 重点技術領域の探索・分析手法の高度化に係る調査」
（報告書管理番号：20190000000423）



補足：『豊かな未来』レポート

8

（出所）NEDO将来像レポート「イノベーションの先に目指すべき『豊かな未来』」（2021年6月30日）
https://www.nedo.go.jp/news/press/AA5_101449.html

誰もが無理なく
働き続けられる社会

基幹産業・技術の創成に
よる持続可能な社会

持続可能で自然に
やさしい社会

透明性・信頼性の
高い社会

強くてしなやかな社会

多様性を認め合える
全員参加型社会

誰もが健康で食事に
困らない社会

誰もが潜在能力を発揮し
自己の理想を実現できる社会

環境と調和した持続可能な
エネルギー社会

快適で活力に満ちた社会

物質循環による
持続可能な社会

誰もが自由で安全に
活動ができる社会

イノベーションを通じて「実現すべき12の社会像」

https://www.nedo.go.jp/news/press/AA5_101449.html


調査の内容（仕様書より抜粋）（１／２）
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（１）実現すべき社会像を起点とした重点技術領域の探索・分析手法の検討

NEDOにおけるこれまでの検討や他機関の先行事例を参考にしつつ、実現すべき社会像を起
点として我が国が取組むべき重点技術領域を探索・分析する手法を検討し、その手法に基づく
ワークショップを企画する。

ワークショップにおける議論テーマは、NEDOが2021年6月30日に公表した将来像レポート
「イノベーションの先に目指すべき『豊かな未来』」の「実現すべき12の社会像」の中から選定する。
選定にあたっては、候補を複数提示の上、NEDOと協議のうえ1～4個程度に絞り込みを行う。

なお、現在NEDOで検討しているワークショップの実施形式は以下のとおり。

【実施形式】
形式：1グループ4名、計4～5グループに分け、各グループごとにファシリテータ主導の下、

グループ討議を行う（付箋や模造紙等を使いながらブレインストーミング形式で
「実現すべき社会像」を起点とした技術ツリーの作成を行うことを想定）

参加者：NEDO職員（非管理職）を中心とし、総勢20名程度を想定
場所：NEDO川崎本部内会議室（対面開催を予定）
日時：2022年12月上旬の1～2日程（計4～8時間程度）



調査の内容（仕様書より抜粋）（２／２）
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（２）ワークショップの運営支援

上記（１）において企画したワークショップを開催するにあたり、その運営に係る事務局業務
を行う。具体的には、事前の机上調査、資料作成、印刷（A0判のツリー図素案データ含む）、
当日の会場設営、グループ討議におけるファシリテーション、開催結果報告取りまとめ、その他事
務補助を行う。

なお、グループ討議におけるファシリテーションについては、会議ファシリテーション業務の経験を
有するファシリテータをグループごとに配置し、参加者の意見を引き出し、参加者間での議論を促
す工夫を行うこと。

（３）手法の有効性の検証及び提言取りまとめ

ワークショップ開催後、アンケート、ヒアリング等の手段を用いて参加者からフィードバックを収集
する。また、ワークショップの有効性についての分析・考察を行い、次年度以降の活動に向けた提
言（ワークショップ実施に際して工夫等）を取りまとめる。



参考：関連する過去の調査事業
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2018年度「重点技術領域の探索・分析手法の高度化に係る調査」

2018年度「重点技術領域選定・分析手法の高度化に係る調査」

2017年度「重点技術領域選定手法の高度化に係る調査」

※過去の調査事業の成果報告書は、NEDOウェブサイトの成果報告書データベース
<https://www.nedo.go.jp/library/database_index.html>にて
公開しております。

https://www.nedo.go.jp/library/database_index.html


調査スケジュール等（仕様書より抜粋）
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調査スケジュール（予定）：

2022年10月～11月 重点技術領域の探索・分析手法の検討
（ワークショップの企画含む）

2022年12月上旬 ワークショップ開催

2023年2月末 ワークショップ開催結果報告取りまとめ

調査期間：

NEDOが指定する日から2023年3月31日（金）まで

予算額：

1,000万円以内



応募要件（公募要領 p.3より抜粋）
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次のa.からc.までの全ての条件を満たすことのできる、単独ないし複数で受託を希望する企
業等とします。

a. 当該技術又は関連技術についての調査／事業実績を有し、かつ、調査／事業目標
の達成及び調査／事業計画の遂行に必要となる組織、人員等を有していること。

b. 当該委託業務を円滑に遂行するために必要な経営基盤、資金等について十分な管
理能力を有し、かつ情報管理体制等を有していること。

c. NEDOが調査／事業を推進する上で必要とする措置を、適切に遂行できる体制を有
していること。



応募方法（公募要領 p.4より抜粋）
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公募要領に従って「提案書」を作成し、その他提出書類とともに以下の提出期限までにアッ
プロードを完了させてください。
持参、郵送、FAX又は電子メールによる提出は受け付けません。

提出先：Web 入力フォーム
https://app23.infoc.nedo.go.jp/koubo/qa/enquetes/k8vkn2ojaa09

【提出期限：2022年9月26日（月）正午 アップロード完了】

※応募状況等により、公募期間を延長する場合があります。公募期間を延長する場合は、
NEDOウェブサイトでお知らせいたします。

https://app23.infoc.nedo.go.jp/koubo/qa/enquetes/k8vkn2ojaa09


審査基準（公募要領 p.5-6より抜粋）
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以下の審査基準に基づき提案書類を審査します。なお、審査の経過等に関するお問い合
わせには応じられませんのであらかじめ御了承ください。

a. 調査の目標がNEDOの意図と合致していること。

b. 調査の方法、内容等が優れていること。

c. 調査の経済性が優れていること。

d. 関連分野の調査等に関する実績を有すること。

e. 当該調査を行う体制が整っていること。

f. 経営基盤が確立していること。

g. 当該調査等に必要な研究員等を有していること。

h. 委託業務管理上NEDOの必要とする措置を適切に遂行できる体制を有していること。
ワーク・ライフ・バランス等推進企業に関する認定等の状況



問い合わせ（公募要領 p.10より抜粋）
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本公募に関するお問い合わせは、以下の問い合わせ先までE-mailでお願いします。

国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構

技術戦略研究センター マクロ分析ユニット 佐藤、泉、吉岡

E-mail： tsc-unit@ml.nedo.go.jp

mailto:tsc-unit@ml.nedo.go.jp


ご応募をお待ちしております。
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